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１２
月
２１
日
議
決
分

児
童
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
の
件
に
対

す
る
修
正
案
説
明

大

阪

維

新

の

会

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
観
覧
に

係
る
料
金
に
つ
い
て
、
市
内
居

住
者
は
、
一
般
４００
円
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
の
生
徒
ま

た
は
学
生
は
２００
円
、
中
学
校
の

生
徒
以
下
は
１００
円
と
し
、
市
外

居
住
者
は
、
４００
円
の
と
こ
ろ
を

６００
円
、
２００
円
の
と
こ
ろ
を
３００
円
、

１００
円
の
と
こ
ろ
を
２００
円
と
す
る

も
の
。
原
案
で
は
、
市
内
、
市

外
の
居
住
を
問
わ
ず
、
従
来
か

ら
設
定
さ
れ
て
い
た
金
額
の
５

割
増
し
、
あ
る
い
は
倍
額
と
な

っ
て
い
る
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
更
新
に
は
膨
大
な
市
民
の
税

金
が
投
入
さ
れ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
観
覧
料
の
値
上
げ
に
よ

り
、
さ
ら
に
市
民
負
担
が
増
大

す
る
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も

の
か
。
せ
め
て
市
内
居
住
者
の

観
覧
料
に
つ
い
て
は
据
置
き
に

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
修
正

を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

第４回定例会で可決された補正予算の主な事業

◎令和４年度一般会計補正予算（第９～１１回）

○民間社会福祉施設等物価高騰対策支援事業 ２億２，４３５万円

・物価高騰の影響を受けている民間社会福祉施設等への支援金

○小中学校給食無償化事業 ３億９００万円

・３学期に係る給食無償化補助金

○令和４年人事院勧告に伴う給与改定 ２億１，３３２万３千円

・職員人件費（一般会計）

○防災施設整備事業【債務負担行為】 限度額 １，７００万円

・防災倉庫設計業務委託料債務負担行為期間：令和５年度まで

○出産・子育て応援事業 ５億５００万円

・妊婦、子育て家庭に対し応援金を支給

応援金（妊娠届出時分５万円、出生届時分５万円）

大

阪

維

新

の

会

児
童
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
に
お
け
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

機
器
更
新
に
伴
う
、
利
用
料
金

の
改
定
だ
が
、
結
果
、
利
用
料

金
の
値
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。

社
会
教
育
施
設
は
、
地
域
や
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な

教
育
活
動
を
行
う
役
割
が
あ
る

た
め
、
市
民
の
利
用
料
金
は
据

置
き
に
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

２
億
９
０
０
０
万
円
の
予
算
措

置
が
な
さ
れ
た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
の
改
修
は
、
花
園
中
央
公
園

活
性
化
の
視
点
も
踏
ま
え
た
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
あ
る
た
め
、
ま

ず
は
修
学
旅
行
や
遠
足
等
の
児

童
生
徒
を
呼
び
込
む
な
ど
、
集

客
に
向
け
た
積
極
的
な
取
組
が

不
可
欠
で
あ
る
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
市
民
の

利
用
料
金
に
つ
い
て
は
据
え
置

き
、
市
外
の
方
に
つ
い
て
改
定

を
す
る
修
正
案
に
賛
成
を
し
、

原
案
に
は
反
対
を
す
る
。

俊
徳
道
駅
・
弥
刀
駅
間
に
お

け
る
近
鉄
大
阪
線
連
続
立
体
交

差
化
を
求
め
る
請
願
の
件
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
安
心
、
安
全
、

そ
し
て
市
街
地
の
分
断
を
な
く

し
、
一
体
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
が
早
急
に
必
要
で
あ
る
と
の

観
点
か
ら
、
継
続
審
査
と
せ
ず
、

直
ち
に
採
択
を
す
る
よ
う
求
め

る
。

公

明

党

自

由

民

主

党

児
童
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
の
件
に
つ
い
て
賛
成
。

提
案
は
、
ド
リ
ー
ム
２１
の
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
機
器
更
新
の

た
め
、
利
用
料
金
を
改
定
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
見

合
っ
た
も
の
と
し
て
改
め
て
設

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
近
隣

他
市
の
料
金
と
比
較
し
て
も
同

額
程
度
で
あ
り
、
大
阪
市
立
科

学
館
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
料

金
と
比
べ
て
も
市
内
、
市
外
在

住
に
よ
る
区
別
は
な
く
、
同
額

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
障
害
者
減
免
の
設
定

に
加
え
、
高
齢
者
と
子
ど
も
が

一
緒
に
利
用
さ
れ
る
と
き
の
料

金
割
引
や
、
花
園
中
央
公
園
内

施
設
を
複
数
利
用
さ
れ
る
と
き

の
セ
ッ
ト
割
な
ど
、
よ
り
幅
広

く
多
く
の
方
が
利
用
で
き
る
工

夫
を
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

近
鉄
大
阪
線
連
続
立
体
交
差

事
業
の
早
期
実
現
に
か
か
る
請

願
に
つ
い
て
継
続
審
査
に
賛
成

す
る
。
大
阪
府
が
事
業
主
体
と

な
っ
た
場
合
は
本
市
の
負
担
額

は
約
８０
億
円
と
な
る
が
、
本
市

が
事
業
主
体
と
な
る
場
合
、
約

２４０
億
円
の
負
担
と
な
る
。
財
源

の
見
通
し
が
な
い
現
状
、
政
権

与
党
と
し
て
、
国
・
府
に
早
期

に
実
現
で
き
る
よ
う
要
望
を
行

っ
て
い
く
。

日

本

共

産

党

入
学
準
備
金
貸
与
条
例
制
定

の
件
に
つ
い
て
、
入
学
準
備
金

制
度
の
拡
充
に
は
賛
成
す
る
が
、

奨
学
資
金
の
貸
与
を
や
め
る
こ

と
に
は
反
対
。
返
済
の
必
要
が

な
い
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
つ

く
る
べ
き
で
あ
る
。

ド
リ
ー
ム
２１
（
市
立
児
童
文

化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）
の
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
入
場
料
値
上
げ

に
反
対
。
よ
り
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
利
用
し
て
こ
そ
、
そ
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

明
石
市
の
よ
う
に
、
市
内
の
主

な
公
共
施
設
を
無
料
で
利
用
で

き
る
「
子
ど
も
パ
ス
ポ
ー
ト
」

制
度
の
創
設
を
求
め
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定
の
件
に

つ
い
て
、
５
年
の
期
間
が
あ
る

た
め
、
雇
用
が
不
安
定
に
な
り
、

市
民
に
安
心
・
安
全
で
安
定
的

な
公
共
施
設
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

よ
っ
て
、
東
大
阪
市
立
体
育

館
な
ど
７
施
設
及
び
、
有
料
公

園
等
の
民
間
へ
の
指
定
管
理
に

は
反
対
す
る
。

加
齢
性
難
聴
の
補
聴
器
購
入

に
市
の
助
成
を
求
め
る
請
願
及

び
俊
徳
道
駅
・
弥
刀
駅
間
に
お

け
る
近
鉄
大
阪
線
の
連
続
立
体

交
差
化
を
求
め
る
請
願
は
直
ち

に
採
択
し
、
実
現
を
求
め
る
立

場
か
ら
、
継
続
審
査
に
は
反
対

す
る
。

草

莽

の

会

議
案
第
９６
号
の
東
大
阪
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１０
回
）
、

議
案
第
１０９
号
指
定
管
理
者
の
件

に
つ
い
て
反
対
。

市
長
の
議
会
答
弁
に
は
、
公

私
混
同
の
市
政
運
営
が
露
呈
さ

れ
、
ま
た
、
部
下
で
あ
る
職
員

を
刑
事
告
訴
す
る
と
い
う
愚
行

を
行
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
長
の
提

案
さ
れ
て
い
る
全
て
の
議
案
に

疑
念
が
あ
る
。
市
長
は
、
市
内

業
者
や
市
内
の
方
に
対
し
て
目

を
向
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も

の
を
、
市
外
業
者
ば
か
り
に
目

を
向
け
て
い
る
。
人
事
案
件
は

じ
め
、
市
外
業
者
に
関
連
す
る

議
案
に
は
基
本
的
に
は
反
対
。

請請

願願

次
の
請
願
は
、
所
管
の
常
任

委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

◆
不
採
択
と
な
っ
た
請
願

▼
過
度
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
改
善
と
真

実
を
伝
え
る
請
願
の
件

◆
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ

た
請
願

▼
加
齢
性
難
聴
の
補
聴
器
購
入

に
市
の
助
成
を
求
め
る
請
願

の
件

▼
俊
徳
道
駅
・
弥
刀
駅
間
に
お

け
る
近
鉄
大
阪
線
の
連
続
立

体
交
差
化
を
求
め
る
請
願
の

件

（２）第２１９号東 大 阪 市 議 会 だ よ り令和５年２月１５日


